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《特別寄稿》

田舎の文化

高 谷 好
＊ 

はじめに

渡部先生に「日本の農村への〈おもい〉」と題して何か書いてみろといわれ

ました。 京都から滋賀に引っこんで4年になる私に、“どうだちゃんとやっと

るか？
”

という激励のお言葉だと思いましたので、 これに応えて近況報告をさ

せていただくことにいたしました。 私ごとを述べることになって、 はなはだ恐

縮なのでありますが、 こんなことですのでお許しいただけると幸いです。

1 農村はやっばりあります

京都にいる時にも、‘農村はある、 特に日本に農村はある
＂

などといって、

この雑誌にも日本の農村をタイやインドの農村と比較して書きました（創刊号

「水田の梁観学的分類試案J)。しかし、今考えてみますと、あれはずいぶん荒っ

ぽいものでした。 望遠鏡で見ていたような所がありました。 やっぱり、 京都に

居て書いたからでしょう。それで、今度は自分の生まれた滋賀の琵琶湖畔に帰っ

たのを幸い、 もう少し近くから見た農村を報告したいと存じます。 やっぱり農

村はあるようなのです。

＊たかや よしかず， 滋賀県立大学人間文化学部




































